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第３章 計画の基本的な考え方 
 

１ 基本理念                                 

子どもは、地域の将来を支える宝であり、子どもを安心して産み育てることができる環境づく

りや、子どもの安心・安全な居場所を確保することが重要である。そのためには、子どもやその

保護者の状況に応じた切れ目のない支援が必要であり、第２期計画の取り組みとの継続性を踏ま

えながら、充実を図っていく必要がある。 

このため、本計画では、第７次伊達市総合計画における子どもの教育と保育において目指すべ

き姿として掲げた「子どもの健やかな成長を支援し『子育てするなら伊達市』の定着」を基本理

念として設定する。 

基本理念に基づき、本市の子育てに関する環境をより良いものにし、子どもを安心して産み育

てることができるまちを目指すものである。 

 

 

２ 基本方針                                 

すべての子どもたちが健やかに育ち、保護者が子を育てる喜びを感じながら生活ができるまち

として、基本理念である「子どもの健やかな成長を支援し『子育てするなら伊達市』の定着」を

実現するため、次の３つの基本方針を定める。 

 

 

＜基本方針１＞ 子どもの健やかな発育、成長を支える教育・保育の提供 

子どもたちが健やかに育つために、子育て世帯の状況に応じた幼児、学童期などの特性を 

踏まえた教育・保育給付事業の実施に努める。 

 

 

＜基本方針２＞ 安心して妊娠・出産、子育てができる環境づくり 

保護者が妊娠・出産から育児に関する知識を身につけながら、子どもを育てる喜びを実感 

し、安心して生活ができる伊達市を実現するため、子育て環境の整備に努める。 

 

 

＜基本方針３＞ 地域で支える子育て支援 

成長段階に応じて地域の様々な人と触れ合うことができる多世代・異年齢交流を推進する 

とともに子育て世帯の悩みや困りごとへの相談体制の充実に努め、伊達市全体で子どもたち 

と保護者を支えるまちづくりを進める。 
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３ 施策の体系                                

基本理念の実現に向けて、３つの基本方針をもとに「教育・保育給付事業」、「地域子ども・

子育て支援事業」に関する施策を展開する。 

 

【表 3-1】■施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


